
自動開閉式スチーミックス TXF-4-MV 
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TXF-4-MVは 
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ミキシングバルブは、スリーブライナーアッセンブリー並びにサーモスタットアッセンブリーを取り替え
ることによって新品の機能を回復することができます。
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概 要

コンパクト型電動操作機と組み合わせた、小型で軽量な一般

工業用の電動弁です。ＯＮ・ＯＦＦから比例制御まで各種電

動操作機が搭載でき多彩なニーズに対応できます。

ロストワックス精密鋳造のＳＣＳ１４Ａ製と鍛造黄銅製が用

意され、耐食性に優れ幅広い流体に使用可能です。

ＯＳＣＥＸ１０Ａ

コンパクト電動ボールバルブ シリーズ

本製品を正しくご使用いただけますよう本書を最後までよくお読みになってください。

標 準 機 種

一 般 形 高 速 形 ＤＣ電源形 比例制御形

AC 100/110・200/220 V AC100/110･200/220V DC 24 V AC100/110･200/220V
分 類

電源振替入力式 ａ接点入力式 電源振替入力式 ａ接点入力式 ポジショナ内蔵式

有電圧信号出力 ドﾗｲ接点信号出力 有電圧信号出力 有電圧信号出力 4～20mA/1～5V入力信号

Ｅ シリーズ ＡＭ１Ｅ 型 ＡＭ２Ｅ 型 ＡＨ１Ｅ 型 ＤＭ２Ｅ 型 ＰＡＸＥ 型

バルブ仕様

◇ 使用圧力と温度範囲
弁 型 式 ステンレス製 黄銅製

本体形状 二方弁、スタンダードボア形 2.0
圧

接続形式 Ｒｃねじこみ式 1.6
力

口 径 ８Ａ ～ ５０Ａ 1.2
MPa 黄銅製

適用流体 冷温水 空気 油 ガス 腐食性流体 0.8
ステンレス製

最大圧力 ２．０ MPa 0.4

本 体 ＳＣＳ１４Ａ 黄銅（C3771BE)Crﾒｯｷ 0
弁 -15 0 20 40 60 80 100 120

黄銅（C3604BD)Crﾒｯｷ
材 ボール ＳＵＳ３１６ 温 度 ℃

黄銅（C3771BE)Crﾒｯｷ
質

シート ＰＴＦＥ Ｆ－ＰＴＦＥ 注）腐食性流体、気体に使用する場合は、温度

ｽﾃﾑｼｰﾙ ＦＫＭ 範囲が限られることがあります。別途お問

い合わせください。

黄銅製又は流体が温水の場合 100℃以下。

製 品 コ ー ド

◇ステンレス製 Ｅ ５ＵＵＴ －

◇黄銅製 Ｅ ５ＹＹＦ －

操作機型式 電源電圧 ランク 弁口径 Ａ オプション

ＡＭ１ ＤＭ２ １ AC100/110V ０ 標準 口径表示方法 Ｃ１ ｷｬブﾀｲﾔｹｰブﾙ

ＡＭ２ ＰＡＸ ２ AC200/220V ２ 重荷重 ex.２５Ａ→０２５ Ｘ０ 保温用ﾛﾝグﾈｯｸ

ＡＨ１ ０ DC 24 V Ｍ１ 手動開閉ﾚバｰ

AH1/DM2 型用



SHUT OPEN D.B.

端子台

電動操作機仕様 ０７５

○詳細仕様、回路図は電動操作機仕様書を参照願います。 （* 開閉時間:50/60Hz）

操作機型番 AM 030 AM 070 AM 180 AH1-030 AH1-070 AH1-180 DM2-030 DM2-070 DM2-180 PAX-050 PAX-120

定格トルク 3 7 18 3 7 18 3 7 18 5 12
N･m

開閉時間 s * 5.4/4.5 *15.5/13 *16/13.5 * 3 /2.5 * 3 /2.5 * 6 /5 2 ～ 3.5 2 ～ 3 4 ～ 6 * 14 /12 * 30 /25

消費電力 16 VA 19 VA 19 VA 50 VA 10 VA MAX. 24 VA MAX. 9.5 VA

モータ ｼﾝｸﾛﾅｽﾓｰﾀ ｼﾝｸﾛﾅｽﾓｰﾀ ﾘバｰｼブﾙﾓｰﾀ ＤＣモータ ｼﾝｸﾛﾅｽﾓｰﾀ(ﾄﾗｲｱｯｸ制御)

モータ保護 ｻｰﾏﾙプﾛﾃｸﾀ式 ｻｰﾏﾙプﾛﾃｸﾀ式 ｶｰﾚﾝﾄﾘﾐｯﾀ式（ｻｰﾐｽﾀ内臓） ｲﾝピｰダﾝｽプﾛﾃｸﾄ

負荷時間率 ２０％ １５ min. 連 続

使用周囲温度：-20 ～55℃（操作機単独：-20 ～65℃） 電線引込形式：Ｇ3/8
共通仕様

電線ｺﾈｸﾀ付（φ5 ～10.5 ｷｬブﾀｲﾔｹｰブﾙ 用） 結露対策：ｽペｰｽﾋｰﾀ内蔵 屋外防雨構造（ JIS CO920 IP65 ）

結 線 図

AM1・AH1 型 ＡＭ２ 型 ＤＭ２ 型 ＰＡＸ 型

T1 T1
Ｃ AC100･200V ＋ T1 AC100･200V

AC100･200V T2 DC24V T2
SW Ｓ SW － T2

Ｏ SW 信号入力 － I-
Ｏ com. com. Ｏ

SC － ＋ 4～20mA ＋ I+
閉ＰＬ ○ SS 閉信号 閉ＰＬ ○ SS /1～5V

SS － ＋ ＋ ＋
開ＰＬ ○ SO 開信号 開ＰＬ ○ SO 開度出力

SO 0～1mA － －

SW がＳ側で バルブ閉 SW が OFFで バルブ閉 SW が OFFで バルブ閉 ○ﾓｰド A：4 ～20mA 閉～開

SW がＯ側で バルブ開 SW が ON で バルブ開 SW が ON で バルブ開 ○ﾓｰド B：4 ～20mA 開～閉

ＰＡＸ 型の調整の仕方 ＰＡＸ－０５０／ＰＡＸ－１２０

デッドバンドの調整 調整トリマ

バルブがハンチング（調節計の信号のリップルが大きい場合や信号 SPAN

が常に細く変動）する場合は、Ｄ.Ｂ.トリマを時計方向に回しデッ

ドバンドを広くしてください。 ZERO ﾓｰド切換DIP SW

↑
制御角度の調整 ON

バルブの制御角度（ＳＨＵＴ，ＯＰＥＮトリマ）は調整しないでください。 S1

調整する必要がある場合は、 別途お問い合わせ下さい。

モードの切り換え方法

モードを切り換える場合は、ＤＩＰ-ＳＷを切り換えて希望する
POWER 4～20mA 0～1mA

モード側に設定してください。
T1 T2 I- I+ ＋ －

モードＡ：ディップＳＷがＯＦＦ，入力信号の増加でバルブ開方向に動作

モードＢ：ディップＳＷがＯＮ，入力信号の増加でバルブ閉方向に動作

※指示なき場合、出荷時にはモードＡに設定されています。



電動弁取扱注意事項

■ ご使用にあたって

取付け場所の環境は、水中・高温（55℃以上）・腐食性ガス等の雰囲

電動弁は精密部品等が組み込まれていますので丁寧に取扱い、落とし 気、又は振動の多い場所（0.5Ｇ以上）は避けてください。

たり、投げ下ろしたりしないようにしてください。 輻射熱により、電動操作機カバーの表面温度が５５℃以上になる場合

は、適切な遮蔽板を設けてください。

長期又は一時保管の場合は梱包のまま整理して保管してください。又 流体及び駆動部が凍結する可能性のある場合は、凍結防止対策を施し

直射日光があたる場所、ほこりの多い場所、水滴がかかる場所は避け てください。

操作機・バルブに無理な力が加わらないようにしてください。
取付け姿勢

電動弁の取付け姿勢は正

据え付け前に、必ず電動弁型式、電源電圧が正しいか、確認してくだ 立から横向きまでとし、

さい。又、ボルト類に緩みが発生していないか点検してください。 逆立は避けてください。

電動操作機上部はメンテ
■ 電動弁の取付け

ナンスのため、９０mm以

上のスペースを確保して
電動弁を取付ける前に、配管内はきれいに清掃し、溶接スパッタ、錆、

ください。
スケール、砂等がパイプ内に残存しないようにしてください。

パイプのねじ切りは、切り過ぎないようにしてください。切り過ぎた

パイプのねじこみはバルブを変形させ性能を損なうことがあります。 配管作業後に配線作業されるまでは、操作機内部の結露・水の浸入が

無いようにしてください。これは電線コネクタの保護シールは防塵の

バルブの取付けは接続側バルブ端部にスパナ掛けし、管をねじこんで 為で、防水ではない為です。

ください。
■ 結 線

電動操作機・ブラケット部を持ち、管をねじこんだり、接続の反対側

のバルブ端部にスパナ等を掛けることは絶対に避けてください。
配線が長距離となる又は微弱電流信号を扱う場合は、誘導電圧やノイ

配管時、バルブにパイプレンチを掛けたり、過剰な力を加えないよう
ズ等の悪影響を受けるおそれがあります。この場合、シールド線を使

にしてください。又、取付け姿勢を矯正する時は、ボディーとキャッ
用したり、他の動力ラインと分ける等の対策をしてください。

プの結合ねじが緩む方向（反時計回り）に力を加えないようにしてく
操作機への配線は適切なキャブタイヤケーブル（5 ～10.5φ）を使用

ださい。
し完全にシールしてください。ケーブル切り口は充填剤を塗布し、結

露対策を完全にすることが必要です。

ケーブル長さはメンテナンスのため、ゆとりを持たせてください。

屋外で使用する場合、雨天での結線工事は避けてください。

電源電圧を確認し､操作機のシｰルの結線図通りに正しく結線してくだ

さい｡開閉信号用の端子には､必要のない場合は結線しないでください。

高信頼性のねじ式端子台を使用。接続は線径 1.5mm２ まで使用できま

す。(PAX:1mm２ まで可能) 圧着端子は不用で、電線の接続は先端皮膜

を 5mmむいてそのまま接続してください。

アース等の感電防止対策をとってください。操作機内では、アース表

示（ ）のねじを使用してください。

結線後、電動操作機カバーは十分にゴムパッキンを締め付け、外部か

ら水が浸入しないようにしてください。

■ 制 御

ＡＭ１／ＡＨ１型は、コンデンサ起動のＡＣモータを使用しています

ので、同一接点で複数台の電動弁又は他の負荷と連動すると回り回路

ができ誤動作の原因となります。各電動弁ごとに別々の接点を設けて

ください。

ＡＭ２型はａ接点入力式で同一接点での連動が可能です。又開閉出力
シールテープ、シール剤がバルブ内にはみだすと作動不良の原因にな

信号はドライ接点で、微小負荷に対応でき、シーケンサを使用したシ
ります。テープ処理、塗布量に注意が必要です。

ステムに最適です。 又 この開閉信号と他制御を連動する場合には、
ねじこみの際、過大なトルクで締め付けると、バルブの機能を損なう

ＡＭ２型を使用することで、高い信頼性が保証されます。
おそれがあります。適正なトルクで締め付けてください。

ＡＭ１／ＡＭ２型の操作スイッチにトライアック・ＣＲ付リレー等、
Ｒｃねじ式適正締め付けトルク

N･m 漏れ電流のあるものを使用すると誤動作の原因となることがあります。

口径 8～15 A 20 A 25 A 32 A

ﾄﾙｸ 25～35 40～50 50～60 60～80

口径 40 A 50 A

ﾄﾙｸ 75～85 90～110



六角棒ｽﾊﾟﾅ
（丸棒）

ﾛｯｸ ねじ

ﾛｯｸ ﾅｯﾄ

（丸棒）

六角棒ｽﾊﾟﾅ

■ 運 転 ■ 保守・点検

長期間運転しない時は３カ月に一度程度開閉作動をしてください。

結露防止スペースヒータを内蔵していますので、常時通電してくださ 使用状況、環境に応じ、定期的に点検を行ってください。通常半年に

い。 一度下記に従って行ってください。

機械動作部（コネクタ部）がありますので、運転時は動作部に手を近 なお、点検作業を行う場合は必ず電源を切ってください。

づけないようにしてください。 ※操作機上に物を置いたり、足場にする事は絶対に避けてください。

点検項目 異常時の処置
運転に入る前に一度、結線及び電源電圧が正しいか確認してください。

電動弁の開閉位置・開閉時間が ●バルブのトルク・物かみを調査
電動弁を作動させ、動きが正常か点検してください。

正常な範囲内にあるか 原因を除去する

異常音が聞こえないか ●周囲温度、開閉頻度、流体性状
［ＰＡＸ型］

操作機部が異常に熱くないか ・温度を調査し、範囲をこえて
安定した制御をするよう、流体の条件・調節計の設定・センサ等の調

操作機内部に水の浸入・結露の いる場合は改善する
節をしてください。

発生がないか ●内部を乾燥させ、部品を点検し
制御でもっとも良い状態は、制御の目標値で安定する状態です。目標

取付けねじ等の緩みがないか 確実にシール・密閉する
値を大きくオーバーシュートしたり、なかなか収束しない場合、調節

ステム、接合部の漏れがないか ●必要に応じ、パッキン・シート
計のＰＩＤの設定値を調整（オートチューニング）してください。又

シート漏れがないか ・バルブ・操作機の交換を行う
時間遅れの大きい場合は、センサ位置を考慮してください。不安定な

状態で使用すると、電動操作機や、バルブの寿命が短くなります。

［オンオフ型］ ■ 故障と処置

通常運転時、開閉頻度が規定の負荷時間率（ 20％ 15min.）の範囲内 電動弁が正常に作動しない場合は下記項目で調査・点検をしてくださ

であるか確認してください。負荷時間率の範囲を超えて使用すると製 い。

品の劣下、故障の原因になることがあります。 原因が不明、部品交換、修理が必要な場合はその状況をご連絡くださ

い。
負荷時間率は電動弁の開閉頻度を規定する値で、20％ 15min. は15分

の間にその20％(3分) の時間の連続又は断続の開閉動作が可能である 故障状況 原 因 処 置

ことを意味します。操作機の開閉時間により可能な開閉回数が計算で 作動しない 電源がきていない 過大な電圧がかかった場合

きます。 又は 電源電圧が正しくない は操作機を交換する

動作不安定 結線・回路が正しくない 結線・回路を見直す
開閉動作中に逆転信号が入るような使い方は、製品の寿命を縮めます

●比例制御弁では特に信号
ので極力避けてください。

の結線（＋－等）の間違
動作停止時に開または閉の出力信号が出ている事を確認してください。

いに注意してください
流体中の異物の影響で中間位置で停止した状態が続いた場合、故障の

インバータからの高調波 インバータメーカオプショ
原因となります。（ＡＭ型操作機）

ノイズが加わる ンの各ノイズフィルタを取

バルブ側の異常で開または閉位置まで動作出来なくなった場合は、モ 付ける

ーターが拘束して発熱します。モータ保護のサーマルプロテクタは、 配線をシールドしてアース

モータの発熱を感知しモータへの通電を遮断しますが、遮断後に熱が する

冷めてきますと通電を開始しますので、原因を取り除くまで繰り返さ 誘導ノイズが加わる 三相モータ等の動力配線と

れます。この様な状態を放置されますと、故障の原因となりますので 遠ざける

、流体の性状が悪い場合は開閉の出力信号で正常に動作しているか監 配線をシールドしてアース

視する様にしてください。 する

開閉の制御ＳＷに漏れ電 漏れ電流が１mA以下になる
■ 手 動 操 作

流がある（AM1/AM2型） ようにする
手動操作時は安全のため必ず電源を切り下記の要領で行ってください。

配線のｼｮｰﾄ・接触不良 配線・接続を見直す

ＡＭ１／ＡＭ２／ＰＡＸ 型 ＡＨ１／ＤＭ２ 型 モータの劣下・寿命 負荷時間率・使用条件を見

直し、モータを交換する

雨水の浸入等により基板 制御基板、マイクロスイッ

・接点が腐食している チを交換する

中間位置で ●中間位置で止まる状態を長く続けますと、 モータ

止まる （ギヤ）が破損しますので、できるだけ早く正常な

状態にもどしてください。（AM1/AM2/PAX型）

バルブに異物がかみ込み 手動・自動で開閉動作を繰

又は付着しトルク増大し り返し異物を除去する

保護回路が働いた ●サーマルプロテクタ式は

感熱素子の温度が下がる

ロックねじを緩めると、電動操作 開度表示コネクタ穴に 5.7φの丸 まで電源を切り(2～5 分

機が回転可能になり直接操作機を 棒、又は六角棒スパナ(呼び５)を 間) 復帰させてください

回転させ手動操作が可能。 差し込み、作動方向にゆっくりと バルブ又はシートが変形 バルブを交換する

自動運転に戻す場合は、操作機を 回してください。 している

元の位置に戻しロックねじを固定 専用の手動開閉レバー (ｵプｼｮﾝ)も
バルブ、操作機を交換する場合、不明な点は、当社までお問い合わせ、

穴に確実にロックしてください。 用意されています。
又は交換要領書をご請求ください。

注意：手動操作は電動動作程度のゆっくりとした速度で、定格トルク

以上かけないでください。

過大な力をかけますと操作機が破損する事があります。
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有限会社 北海道レオナード  〒004-0002 札幌市厚別区厚別東 2 条 5-24-8 

               TEL：011-898-1096 FAX：011-898-1107 

有限会社 オーク技研     〒041-0837 北海道函館市陣川 2-6-8 

               TEL：0138-56-1131 FAX：0138-56-1187 

株式会社 東京レオナード商会 〒338-0832 埼玉県さいたま市桜区西堀 3-23-11 

●浦和センター   TEL：048-866-0711 FAX：048-866-2160 

株式会社 横浜レオナード商会 〒227-0062 神奈川県横浜市都筑区佐江戸町 235 

               TEL：045-507-6181 FAX：045-507-6702 

株式会社 中部レオナード   〒454-0997 愛知県名古屋市中川区万場 4-815 

               TEL：052-526-2030 FAX：052-526-2031 

Web http://www.japan.leonard.co.jp  e-mail info＠japan-leonard.co.jp 

株式会社 日本レオナード商会 〒815-0082 福岡市南区大楠 1 丁目 16 番 32 号 

                        フォリアオークス 203 号室 

     ●福岡事務所    TEL：092-511-2733 FAX：092-553-2313 

温水制御の・・・ 




